
講義名 A．乳児 B．母体 A．乳汁分泌の生
理学

B．内分泌学 A．乳児 B．母体 A．器具と技術 B．教育と
コミュニケーション

C．倫理的及び
法的問題

D．研究 E．公衆衛生と
支援運動

母乳育児の重要性
　　ーこどもにとって

２．食物不耐性/
アレルギー,
５．低出生体重
と超低出生体重,
11．正期産児の
発達と成長

- - - ８．乳児急性疾
患（感染症、心
臓性、代謝性）

- - I．母親と赤ちゃ
んとの関係

- - - - - ４．母乳育児に関する
政策の作成,
５．政府と保健省庁へ
の啓発

母乳育児の重要性：母親にとって - - - ２．糖尿病 - ４．母体の慢性
疾患

- G．母親のメンタ
ルヘルス

- - - - - -

直接授乳とデバイス（母乳育児支
援補助器具）

- - - - - - - - A．効果的な乳汁
移行（医学的適
応のある補足を
含む）,
B．生後１時間,
C．吸着（吸い付
き方）,
F．授乳時の母子
の姿勢（ハン
ズーオフ）,
G．哺乳拒否、哺
乳びん拒否,
H．肌と肌とのふ
れあい（カンガ
ルーケア）

１．授乳用デバイス
（例：チューブ、カッ
プ、シリンジ、人工乳
首、パラダイ（インド
の授乳用カップ））,
３．乳頭用デバイス
（例：ニップルシール
ド、乳頭吸引器）

１．積極的傾聴,

４．母親と家族の教

育,
６．精神的サポート,
７．エンパワーメント

５．WHOコードー啓発
と政策

- １．赤ちゃんにやさし
い病院運動（BFHI）の
啓発,
２．母乳代用品のマー
ケティングに関する国
際基準（WHOコード）
順守の啓発

母乳分泌過多の母親への支援
：エモーショナル・サポートを
含めて

- - ３．乳汁分泌の
誘発

１．乳汁産生に
おけるホルモン
の影響,
３．母体の代謝
内分泌疾患
（例：下垂体、
甲状腺、多嚢胞
性卵巣症候群）

- ６．乳腺炎,
７．乳汁産生
（不足または過
剰）,
８．乳頭と乳房
の状態,
９．乳頭痛と乳
頭損傷

D．薬物（例：処
方薬、市販薬、
診断と治療の処
置薬、陣痛と出
産の促進剤）

- D．供給量の管理 １．積極的傾聴,
６．精神的サポート,
７．エンパワーメント

- - -

地域での母乳育児支援　パート１
 小児科クリニックにおける母乳育
児支援の実際

11．正期産児の
発達と成長

- - - - - - G．母親のメンタ
ルヘルス,
H．母親の心理的
問題／認知の問
題,
 I．母親と赤
ちゃんとの関係

C．吸着（吸い付
き方）,
F．授乳時の母子
の姿勢（ハン

ズーオフ）

- ６．精神的サポート,
７．エンパワーメン
ト,
８．グループサポート

- - -

地域での母乳育児支援 パート２
母親への継続的な支援～母親が自
信をもって育児できるための支援
とは～

１．月齢別哺乳
行動

- - - - - - E．家族のライフ
スタイル, F．支
援ネットワーク
の見つけ方

- - １．積極的傾聴,
６．精神的サポート,
７．エンパワーメン
ト,
８．グループサポート

- - ３．保健医療制度内に
おけるお母さんと赤
ちゃんのためのアドボ
カシー

WHO/UNICEFの赤ちゃんにやさしい
「支援する力」の検証ツール入門

- - - - - ８．乳頭と乳房
の状態

- - A．効果的な乳汁
移行（医学的適
応のある補足を
含む）,
B．生後１時間,
C．吸着（吸い付
き方）,
F．授乳時の母子
の姿勢（ハン

ズーオフ）

１．積極的傾聴,
２．予備的ガイダン
ス,
６．精神的サポート,
７．エンパワーメント

２．臨床能力,
５．WHOコードー啓発
と政策

- １．赤ちゃんにやさし
い病院運動（BFHI）の
啓発, ２．母乳代用品
のマーケティングに関
する国際基準（WHO
コード）順守の啓発,
３．保健医療制度内に
おけるお母さんと赤
ちゃんのためのアドボ
カシー

ケーススタディ：WHO/UNICEFの赤
ちゃんにやさしい「支援する力」
の検証

７．正常な乳児
行動,
11．正期産児の
発達と成長,
13．排便と排尿

- - １．乳汁産生に
おけるホルモン
の影響

５．高ビリルビ
ン血症

７．乳汁産生
（不足または過
剰）

- A．親になるこ
と,
H．母親の心理的
問題／認知の問
題,
 I．母親と赤
ちゃんとの関係

A．効果的な乳汁
移行（医学的適
応のある補足を
含む）,
F．授乳時の母子
の姿勢（ハン
ズーオフ）

１．授乳用デバイス
（例：チューブ、カッ
プ、シリンジ、人工乳
首、パラダイ（インド
の授乳用カップ））,

１．積極的傾聴,
２．予備的ガイダン
ス,
３．ケア計画の作成と
共有,
４．母親と家族の教
育,
６．精神的サポート

- - １．赤ちゃんにやさし
い病院運動（BFHI）の
啓発,
３．保健医療制度内に
おけるお母さんと赤
ちゃんのためのアドボ
カシー,
４．母乳育児に関する
政策の作成

Ⅰ．成長と栄養 Ⅱ．生理学と内分泌学 Ⅲ．病理学 Ⅳ．薬理学と
毒物学

Ⅴ．心理学、
社会学、人類学

Ⅵ．技術 Ⅶ．臨床的技術
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